
■本所　伯耆町大殿1010　（岸本保健福祉センター内） TEL 0859－68－4635　FAX0859－68－4634
　　　　［生活困窮者自立支援事業専用ダイヤル］ TEL 0859－21－0608
　　　　［フィットネス＆スタジオ　パル］　　　直通 TEL 0859－68－4811
　　　　小規模保育所こどもパル　伯耆町大殿1081－7　 TEL/FAX 0859－39－8211
■岸本支所・通所介護事業所・居宅介護支援事業所
　　　　伯耆町大殿1030－1(岸本老人福祉センター内)　 TEL 0859－68－3781　FAX 0859－68－4588
　　　　［通所介護事業所］直通TEL 0859－68－3706［居宅介護支援事業所］直通TEL 0859－68－5200
■溝口支所・通所介護事業所・訪問介護事業所
　　　　伯耆町溝口281－2（溝口福祉センター内）　 TEL 0859－63－0666　FAX 0859－63－0660
■みぞくちテラソ
　　　　伯耆町溝口647  （役場分庁舎４・５階） TEL 0859－62－7110

伯耆町人口　10,836人　65歳以上人口　4,075人　高齢化率　37.6％　Ｒ２．４．１現在
発行　社会福祉法人　伯耆町社会福祉協議会 ■ホームページアドレス：http://www.houki-shakyo.jp/
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　小規模保育所こどもパルでは、４月３日（金）入所式を行いました。園児氏名の呼びあげでは、お母さんと
一緒に手をあげて返事をすることができました。こども達も先生も初対面ですが、はやく保育所に慣れ青空の
下お散歩に出かけたり、芝生の上で元気に遊んでくれることを職員一同願っています。
　入所された６名の皆さん、ご家族の皆様、本当におめでとうございます。

～この広報紙は赤い羽根共同募金の配分を受けています～

は〜い
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①　私たちは、社会の中で全ての者が当たり前の生活を送り、同等の権利を享受できる社会を目指します
②　私たちは、仕事に対して正しく向き合い、誠意をもって責任を果たすことにより、明るく住みよい町づくり

に努力します
③　私たちは、常に地域社会と社会環境に眼を向け、広い視野と柔軟な対応を見につけ、質の高い業務遂行

に努力します

【個人情報保護に関する方針】
個人情報が個人の人格尊重の理念のもとに慎重に取り扱われものであることに鑑み、伯耆町社会福祉協議会
が保有する個人情報の適切な取扱いの確保に関し、必要な事項を定め、本会事業の適正かつ円滑な運営を図
りつつ、個人の権利利益の保護に努めます。

＜重点事項＞
１　地域福祉関係
①　住み慣れた地域で支えあい安心して暮らせる「福祉のまちづくり」を目指し、「我が事・丸ごと」の地域づく
りの「我が事」に焦点を当て、支え合い・見守り体制づくりを地域の皆さんとともに進めていきます。

②　次世代を担う児童・生徒の福祉の精神を育むために、福祉体験の機会を提供することなど社会福祉協議会の
特徴を生かした福祉教育を推進していきます。

③　今起きるかもしれない大規模災害において、社会福祉協議会に求められるボランティアセンター運営等に対応
するため職員の資質向上、体制づくりに取り組みます。

④　町から受託している生活困窮者自立支援事業は、生活困窮に瀕している方に寄り添い、社協だからできる生活
再建への支援を行っていきます。

２　介護サービス関係
①　利用者の立場に立った質の高いサービスを提供するという原点を確認し、一人ひとりに求められるサービスは何
かということを常に考えながら、職員全員が共通の目標をもって真摯に業務を遂行していきます。

②　関係法令、業務マニュアルを遵守して、安全で良質なサービス提供に努めます。

③　厳しい経営環境の中にあっても、サービスの質を落とすことなく健全な経営ができるように、常に業務方法の
改善、効率化に取り組みます。

３　健康増進事業関係
①　健康を切り口にした地域づくりを推進するため、運動とコミュニティーづくりに関係機関・団体と連携して取り
組みます。

②　フィットネス＆スタジオパル（F＆SP）は、オープン後３年が経過し、さらに会員の満足度を向上させるための
取組を強化していきます。また、F&SP が受託することとなった水中運動教室事業については、この間得た知見
を活かして町民の健康増進に取り組みます。

③　２年度めとなる溝口テラソは、軽作業を通しての高齢者の居場所として、また運動、カラオケ、カフェについては、
施設の特色を生かしながら町民の健康増進と地域福祉の推進に貢献できるよう運営します。

４　小規模保育事業関係
①　低年齢児の健全な成長と保護者の子育て支援であることを念頭におき、法令及び伯耆町から示された業務仕
様を遵守して適切な運営に当たります。

②　小規模保育所のメリットを存分に発揮できるよう、職員全員が共通の目標（こどもの最善の利益）をもって保
育に取り組みます。

令和２年度　社会福祉法人伯耆町社会福祉協議会事業計画

伯耆町社会福祉協議会　理念
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令和2年度予算収入・支出事業費内訳

令和２年度福祉地域座談会開催の延期について

収 入 内 訳  予算額（千円） 支 出 内 訳  予算額（千円）

3,000
2,500

64,243
1,068
1,040

52,884
43,487
18,226

122,884
18,605
7,592
1,396
6,018
1,134

344,077

60,262 
1,487 
2,500 
1,176 

286 
943 

4,249 
200 
636 
190 
130 

1,174 
1,772 

53,536 
163,021 

109 
7,592 

44,814 
344,077

法 人 運 営 事 業
岸本老人福祉センター運営事業
た す け あ い 寄 附 金 事 業
愛 の 輪 運 動 事 業
日 常 生 活 用 品 貸 与 事 業
ボ ラ ン テ ィ ア 推 進 事 業
さ わ や か 福 祉 事 業
社 会 福 祉 資 金 貸 付 事 業
葬 儀 用 祭 壇 貸 出 事 業
生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業
福祉サービス利用援助事業
共 同 募 金 配 分 金 事 業
高齢者ワーキングコミュニティ―事業
町 受 託 事 業
介 護 保 険 事 業
移 送 サ ー ビ ス 事 業
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業
健 康 増 進 事 業

計

会 費 収 入
寄 附 金 収 入
町 補 助 金 収 入
県社協助成金･受託金収入 
共 同 募 金 配 分 金
町 受 託 金
事 業 収 入 （ 利 用 料 ）

そ の 他 収 入
事 業・ 拠 点 区 分 間 繰 入 金
前 期 未 支 払 資 金 残 高

計

訪 問 介 護 事 業 収 入
通 所 介 護 事 業 収 入
居 宅 介 護 事 業 収 入
障害デイ・障害居宅介護自立支援

収

　
　入

介
護
保
険

　伯耆町社会福祉協議会では、合併以来、３年ごとに各集落に出向いて福祉地域座談会を開催し、そ
こで頂いた住民の皆さんの声を活かしながら事業を推進してきました。　     
　令和２年度は今回の３年計画の最終年度となる予定で福祉地域座談会を計画しておりましたが、新型
コロナウイルスの感染拡大防止のため福祉地域座談会の今年度の開催は見送りさ
せていただきます。
　なお、令和２年度開催予定だった下記の集落は令和３年度に開催をお願いしたいと思っておりますので、
ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。        

地　　区 集 落 名 地　　区 集 落 名 地　　区 集 落 名
二 部 地 区
二 部 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区
溝 口 地 区

郷 　 原
三 部 一 区
溝 口 一
宇 　 代
大 　 原
中 　 祖
荘 　 三
谷 　 川
貴 　 住
枡 水 高 原
白 　 水

日 光 地 区
日 光 地 区
八 郷 地 区
八 郷 地 区
八 郷 地 区
八 郷 地 区
八 郷 地 区
八 郷 地 区
大 幡 地 区
大 幡 地 区
大 幡 地 区

籠 　 原
末 　 鎌
大 　 原
サ ン 団 地
丸 　 山
番 　 原
ペンション
真 　 野
遠 　 藤
押 　 口
吉 　 長

大 幡 地 区
大 幡 地 区
大 幡 地 区
幡 郷 地 区
幡 郷 地 区
幡 郷 地 区
幡 郷 地 区
幡 郷 地 区
幡 郷 地 区
幡 郷 地 区
 

木 戸 口
伯耆ﾆｭｰﾀｳﾝ
遠 藤 団 地
田 園 町
坂 　 長
大 　 寺
小 　 野
こしきが丘
殿 河 内
ｽｶｲﾀｳﾝ大殿
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伯耆町社会福祉協議会　事業所紹介
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パルプラスオン
（岸本保健福祉セ
ンター） 

小規模保育所　
こどもパル

岸 本
老人福祉センター 溝口福祉センター 伯耆町役場

溝口分庁舎 内

本　所 岸本支所 溝口支所 みぞくちテラソ

地域福祉 岸本通所介護
事業所

溝口通所介護
事業所

（運動スペース：5F）

フィットネス＆
スタジオパル

居宅介護支援
事業所 訪問介護事業所

（仕事スペース：4F）

本所　パルプラスオン（旧岸本保健福祉センター）
住所　〒689-4121　鳥取県西伯郡伯耆町大殿1010番地

●本所　地域福祉

●フィットネス＆スタジオパル

○各事業所の連絡先については、表紙をご覧ください。

オープンして４年目を迎えることができました。

会員の皆様の日々の健康づくりのお手伝いをさせていただ

きます。

これからも、皆様にとって「カラダとココロが喜ぶ場所」

として提供できるよう、スタッフ全員で

取り組んでまいります。

本所（地域福祉）は、住民の皆さんや福祉関係者の方々
とともに町内の福祉課題・生活課題の解決に向け取り組
んでいます。
スタッフ一人ひとりの個性は一見まちまちですが、絶妙なバ
ランスで歯車がかみ合ったチームです。チーム一丸となり
笑顔でフットワーク良く迅速に地域のふだんのくらしのし
あわせづくりに全力で取り組みますのでよろしくお願いい
たします。
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岸本支所　岸本老人福祉センター
住所　〒689-4121　鳥取県西伯郡伯耆町大殿1030番地

●支所（地域福祉）

●岸本通所介護事業所

●居宅介護支援事業

小規模保育所こどもパル
住所　鳥取県西伯郡伯耆町大殿1081-7

今年で開設して２７年目となりました。

手作りの昼食、ゆうあいパルから温泉をひいた浴場など、

ご利用者様からご好評いただいております。

ご利用者様にはもちろん、ご家族の皆様にも安心していた

だける場の提供が出来るよう、まごころを込めたサービスを

心がけております。

いつまでも暮らし慣れたご自宅でお過ごしになれるよう、ご

本人・ご家族の希望に沿ってケアプランを作成し、サービス

を提供する事業所等との連絡・調整等を行います。定期的

な訪問をさせていただき、ご様子や困りごとの確認を行い、

住み慣れた場所で生活を送っていただけるようにサポートい

たします。

主に経理、会葬礼状の受付、葬儀用祭壇貸出などの業務を

しております。

老人福祉センターの窓口として、ご利用される皆様に親切

丁寧な対応を心がけております。

開園して４年目を迎えました。
　・のびのびとあそぶ子ども
　・自分の思いを表現できる子ども
　・愛されて育つ子ども
この３つの『めざす子ども像』を目標にスタッフ一同、保育
に取り組んでいます。
日々成長する子ども達が充実した保育所生活を過ごせる様、
今年度も頑張りますのでよろしくお願いいたします。
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溝口支所　溝口福祉センター
住所　〒689-4201　鳥取県西伯郡伯耆町溝口281番地2

●地域福祉

●溝口通所介護事業所

●訪問介護事業所

みぞくちテラソ
住所　〒689-4201　鳥取県西伯郡伯耆町溝口647　役場溝口分庁舎４・5階

溝口支所では、元気と笑顔をモットーに、配食サービス
をはじめとするさまざまな地域福祉事業に取り組んでい
ます。これからも地域の皆様の福祉のよりどころとして、
より親切丁寧な対応を心がけ頑張ります。

ホームヘルパーは、在宅で生活する高齢者や障がい者の
お宅を訪問して、身体介護サービスや生活援助サービス
を提供する在宅介護の専門職です。
誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで
きるように、一人ひとりの生き方や暮らし方、状態やニー
ズに合わせ支えていくことが私たちホームヘルパーの使
命です。本年度もよろしくお願いいたします。

「仕事」・「運動」・「くつろぎ」をテーマにしたワーキング
コミュニティスペースです。
皆様が活き活きと毎日を楽しく過ごしていただけるよう
に、スタッフ全員でお手伝いをいたします。
お気軽にお立ち寄りください。

デイサービスは今年で２８周年を迎えます。これからも
ご利用者の皆様、そのご家族の方に対して、きめ細やか
なサービスを心がけ、ご要望、ご期待に速やかに対応し、
安心して日々の生活を過ごしていただけるようスタッフ
一同、心を一つにして頑張ます。



（７）第82号 伯耆町社会福祉協議会会報 2020 年 5 月発行

～地域の福祉活動～

サロンを立ち上げた方に

　お話しをうかがいました。

記事の提供をいただきました。

赤ちゃんへの心臓マッサージやAEDの使い方の指導を受けた様子 子ども達の遊んでいる様子

〇伯耆ニュータウン
　伯耆ニュータウンは 180 世帯、500 人が生活する新興住宅で、いろんな地域からの移住、若い夫
婦世帯の多いのが特徴の集落です。
　そんな環境の中で子育てに奮闘、多くの悩みを抱える若いお母さんたちに交流の場を提供する目
的で「子育てママのサロン」を開催しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　集落内に知り合いが少なく、孤独だったお母さん方が悩みの共有でストレス軽減が出来たりサロ
ンをきっかけにお互いに行き来する関係になったのがうれしい成果だと思います。
　ただ、いろんな事情があって参加できない世帯があり、それをいかに勧誘するかがこれからの課
題です。他にも老人クラブ、子ども会、福祉委員、民生委員が中心になって開催する活動には春の
文化行事、敬老行事、花壇の手入れ後の茶話会、七夕の短冊づくり、夏まつり子ども神輿づくり、
クリスマス会などがあります。

〇金屋谷
　金屋谷のサロンの始まりは約２０年前「毎月寄ってしゃべろうか」、この一言から始まった。集落
は農家の方が多く昔は毎月 15 日が農休日だったため、15 日に集まることを決定。社協が福祉委員
の方へふれあいサロンの開催をお願いする以前より独自でサロンを開催。内容は、お手玉・指遊び・
歌を歌い、その後茶話会をして終わるといったもの。立ち上げをされた方が約 10 年世話役をされ、
次の方に引き継ぐ際、福祉委員さんを含む世話役の負担がないよう社協へ職員派遣を依頼し、現在
の社協職員によるレクリエーションをした後、茶話会をして終わる形となる。
　開催日を固定日にすることで、誰もが予定を入れ易くまた、忘れることのない日にすることにより、
現在も毎回みなさんの参加ができている。［参加者は約 12名］
　現在、新型コロナウイルス感染拡大により中止される中、サロン参加者からは「こうした会がな
いといけんな～」「普段、同じ集落でもなかなか顔を合わせ話することがない。この会を開催するこ
とで、近況報告や野菜づくりの話などの話で盛り上がるのにな～」などの声があるそうです。
（活動内容）
・まめまめクラブ・・・・奇数月　ほうきスマイリークラブの日程による。
・ふれあいサロン・・・・偶数月の１５日　13時 30分～ 16時
・忘年会・・・・・・・・外食または、お弁当を取り寄せ楽しむ。

他の集落は、どのような福祉活動をしてるだろうか？と聞かれることがあります。
今回は、2集落にふれあいサロンについて活動内容を伺いましたので、ご紹介したいと思います。
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　桜の花もあっという間に咲き、風とともに散ってしまった春。
　今年の春は、新型コロナウイルス感染が世界中で広がり、4月18日には米子
市内でも感染者が確認されより身近なところとなった今、目に見えないためと
ても怖く感じます。
　東京オリンピック開催が一年先に延期となり、身近なところでも行事ごとが

次々と中止となる中、終息がいつになるかわかりませんが、感染拡大を防止するため今何ができるか考え
行動したいと思います。外出自粛中私は家で断捨離とマスク作りに専念します。あとは普段以上子供たち
と一緒にお菓子作りを楽しむ予定です。（S）

社協職員

ご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございましたご寄付ありがとうございました
令和2年 3月1日～令和2年 4月30日
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　伯耆町岸本赤十字奉仕団様より、手作りマスク
70枚をいただきました。奉仕団の活動も、新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響により事業活動がで
きない状況です。その中で「今私達にできること
はないだろうか」と有志によるマスク作りに取り組
まれました。集まって作ることができないため、
個々で生地を持ち帰り作成されたそうです。
　頂いたマスクはデイサービスで大切に使用させ
ていただきます。
　マスク不足が続いている中、貴重なマスクを頂
き本当にありがとうございました。

小規模保育所こどもパル　岩﨑 奈美
　こどもパルのアットホームな雰囲気を大切にし、
子どもたちや保護者の皆様に安心信頼される職員と
なれるよう精一杯頑張ります。
　よろしくお願いいたします。

地域福祉　踏江 美由紀
　地域の皆様が気持ちよく過ごせるよう、いろいろ
な場面でお手伝いができればと思います。よろしく
お願いします。

新規採用職員


